
野辺地町　久喜市
友好都市提携調印

広　報

2013 －10 の へじ

特集　友好都市提携調印式

今月のスポットライト

　　　野辺地町柔道協会



　

８
月
29
日
、
野
辺
地
町
は
埼
玉
県

久
喜
市
と
友
好
都
市
提
携
を
し
ま
し

た
。
野
辺
地
町
と
平
成
９
年
か
ら
友

好
都
市
提
携
を
し
て
い
た
旧
菖
蒲
町

が
平
成
22
年
に
久
喜
市
と
合
併
し
た

こ
と
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
久
喜
市
と

提
携
し
ま
し
た
。

　

野
辺
地
駅
構
内
に
あ
る
「
日
本
最

古
の
防
雪
原
林
」
設
置
に
つ
い
て
進

言
し
た
本
多
静
六
林
学
博
士
が
旧

菖
蒲
町
出
身
で
あ
り
、
防
雪
原
林

１
０
０
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
た

際
に
旧
菖
蒲
町
関
係
者
が
来
町
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
野
辺
地
町
と

旧
菖
蒲
町
は
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

ま
か
ど
温
泉
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た

調
印
式
に
は
野
辺
地
町
、
久
喜
市
の

関
係
者
約
60
人
が
出
席
し
、
中
谷
町

長
と
田
中
暄
二
久
喜
市
長
、
梅
村
議

長
と
鎌
田
忠
保
区
市
議
会
議
長
が
協

定
書
に
調
印
し
、
お
互
い
に
町
旗
と

市
旗
を
交
換
し
ま
し
た
。
中
谷
町
長

は
「
今
後
さ
ら
に
相
互
交
流
の
推
進

と
拡
大
を
図
り
た
い
」、
田
中
市
長

が
「
久
喜
市
民
が
野
辺
地
町
を
、
野

辺
地
町
民
が
久
喜
市
を
訪
れ
る
機
会

が
多
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
産
業
、
教
育

分
野
で
の
更
な
る
交
流
を
深
め
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
30
日
に
は
野
辺
地
防
雪
原
林

造
林
１
２
０
周
年
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

が
防
雪
原
林
前
広
場
で
開
催
さ
れ
、

関
係
者
約
90
人
が
記
念
植
樹
な
ど
を

行
い
、
日
本
最
古
の
防
雪
原
林
の
節

目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

野
辺
地
防
雪
原
林
は
冬
期
間
の
線

路
の
雪
対
策
と
し
て
、
明
治
26
年
、

埼
玉
県
旧
菖
蒲
町
出
身
の
本
多
静
六

林
学
博
士
の
進
言
に
よ
っ
て
設
け
ら

れ
、
現
在
は
全
長
約
４
０
０
メ
ー
ト

ル
、
奥
行
き
約
50
メ
ー
ト
ル
の
敷
地

に
杉
な
ど
約
７
０
０
本
が
林
立
し
て

い
ま
す
。

　

若
葉
小
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
の

演
奏
で
始
ま
っ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
に

は
、
本
多
博
士
の
ひ
孫
・
本
多
博
彦

氏
や
久
喜
市
の
田
中
暄
二
市
長
も
出

席
し
、
主
催
者
を
代
表
し
、
青
い
森

鉄
道
の
小
林
巧
一
社
長
が
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
参
加
者
が
野
辺
地
町
の

木
で
あ
る
桜
と
久
喜
市
の
木
で
あ
る

イ
チ
ョ
ウ
の
苗
木
を
５
本
ず
つ
植
樹

し
、
若
葉
小
の
児
童
が
防
雪
原
林
内

の
遊
歩
道
近
く
の
木
に
鳥
の
巣
箱
15

個
を
設
置
し
ま
し
た
。
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平
成
22
年
に
久
喜
市
、
菖
蒲
町
、

栗
橋
町
、
鷲
宮
町
が
合
併
し
、
現
在

の
久
喜
市
と
な
り
ま
し
た
。
都
心
か

ら
北
に
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
埼
玉
県

の
東
北
部
に
位
置
し
、
面
積
は
82
．

４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
野
辺
地

町
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
地
形
は
、
ほ

ぼ
平
坦
で
、
気
候
は
、
内
陸
性
の
太

平
洋
側
気
候
に
属
し
、
夏
季
は
高
温

多
湿
、
冬
季
は
低
温
乾
燥
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　

■
人
口

　

総
人
口　

１
５
５
，
４
２
７
人

　

男　
　
　
　

７
７
，
７
７
５
人

　

女　
　
　
　

７
７
，
６
５
２
人

　

世
帯
数　
　

６
１
，
８
５
５
世
帯

※
平
成
25
年
９
月
１
日
現
在

　

栗
橋
地
区
は
、
源
義
経
の
内
妻
で

あ
っ
た
静
御
前
が
平
泉
に
向
か
う
途

中
、
こ
の
地
で
悲
恋
の
死
を
遂
げ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

静
御
前
ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
や
静
御

前
ま
つ
り
、
地
酒
や
お
菓
子
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
で
唯
一
の
ハ
ク
レ
ン

（
淡
水
魚
）の
自
然
産
卵
場
所
で
、
か

な
り
の
数
の
ハ
ク
レ
ン
が
一
個
所
に

集
ま
る
た
め
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ハ

ク
レ
ン
の
ジ
ャ
ン
プ
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

鷲
宮
地
区
は
、「
最
強
の
市
民
ラ

ン
ナ
ー
」
と
し
て
有
名
な
川
内
優
輝

選
手
が
住
む
地
区
で
す
。

　

ま
た
、
ア
ニ
メ「
ら
き
☆
す
た
」の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
鷲
宮
神
社
が
あ

り
、
正
月
の
初
詣
に
は
コ
ス
プ
レ
姿

で
訪
れ
る
方
も
お
り
、
そ
れ
を
一
目

見
よ
う
と
訪
れ
る
一
般
客
も
多
い
そ

う
で
す
。

　

久
喜
市
は
、
２
２
０
余
年
の
伝
統

を
誇
り
、
毎
年
７
月
中
旬
に
盛
大
に

行
わ
れ
る「
提
燈
祭
り
・
天
王
様
」が

有
名
で
す
。
各
町
内
合
わ
せ
て
６
台

の
提
燈
山
車
が
一
同
に
集
ま
る
夜

は
、
最
大
の
見
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
春
の
れ
ん

げ
祭
り
、
秋
の
市
民
祭
り
と
各
季
節

を
通
じ
て
大
き
な
お
祭
り
が
あ
り
、

地
域
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
や
史
跡
な

ど
の
貴
重
な
文
化
財
も
数
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

菖
蒲
地
区
は
６
月
中
旬
に
な
る
と

「
花
菖
蒲
」と「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」が
見
事

に
咲
き
そ
ろ
い
、
開
花
時
期
に
合
わ

せ
て
あ
や
め
・
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
「
ブ

ル
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
野
辺
地
町
の
防
雪
林
を
進

言
し
た
本
多
静
六
林
学
博
士
の
出
身

地
で
も
あ
り
、
久
喜
市
菖
蒲
総
合
支

所
に
記
念
館
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

久
喜
市
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

■
菖
蒲
地
区

ハクレンのジャンプ

鷲宮神社

提燈祭りブルーフェスティバル

市章

■
市
の
木　
イ
チ
ョ
ウ

■
栗
橋
地
区

■
鷲
宮
地
区

■
久
喜
地
区

■
市
の
花　
コ
ス
モ
ス
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９
月
２
日
、
午
前
中
は
野

辺
地
小
学
校
５
年
生
68
名
を

対
象
に
、
午
後
は
若
葉
・
馬

門
小
学
校
児
童
52
名
を
対
象

に「
野
辺
地
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
教
育
実
践
事
業
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
戸
工
業
大
学
工
学
部
電

気
電
子
シ
ス
テ
ム
学
科
講
師

の
佐
々
木
崇
徳
氏
、
同
じ
く

講
師
の
花
田
一
磨
氏
、
そ
の

他
学
生
10
名
が
講
師
と
し
て

話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
液
体
窒
素
の
実
験
」「
水

質
検
査
」「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

「
電
気
自
動
車
の
仕
組
み
」

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
力
発
電
」

と
５
つ
の
テ
ー
マ
で
実
験
が

行
わ
れ
、
参
加
し
た
児
童
は

実
験
を
楽
し
む
と
同
時
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

楽しくエネルギーを学ぶ

第21回青森県民駅伝競走大会

カトリック幼稚園幼年消防クラブへ
鼓笛隊用楽器贈呈

　

９
月
１
日
、
青
森
市
に
お

い
て
第
21
回
青
森
県
民
駅
伝

競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
野

辺
地
町
選
手
団
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

野
辺
地
選
手
団
は
青
森
市

ア
ス
パ
ム
前
か
ら
県
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
ま
で
の

８
区
間
33
・
８
キ
ロ
を
力
走

し
ま
し
た
。

　

当
町
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
た
結
団
式
で
は
中
谷
町
長

か
ら
木
明
昭
一
郎
監
督
へ
団

旗
が
渡
さ
れ
、
中
谷
町
長
は

「
頑
張
っ
て
き
て
ほ
し
い
」と

選
手
団
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
野
辺
地
町
は
総
合

で
９
位
、
町
の
部
で
は
４
位

で
し
た
。
個
人
で
は
７
区
を

走
っ
た
田
中
朱
音
選
手
（
青

森
山
田
高
２
年
）
の
区
間
４

位
が
最
高
順
位
で
し
た
。

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
主
管
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
宝
く
じ
社
会
貢
献
広
報

事
業
）
に
よ
り
、
８
月
30

日
北
部
上
北
広
域
事
務
組

合
消
防
本
部
か
ら
野
辺
地

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
に
鼓
笛
隊
用

楽
器
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年

11
月
に
結
成
さ
れ
、
北
部

上
北
広
域
事
務
組
合
幼
少

年
女
性
防
火
委
員
会
に
所

属
し
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
に
伴
う
防
火
パ
レ
ー
ド

に
参
加
し
、
火
災
予
防
啓

発
を
呼
び
か
け
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

真
新
し
い
楽
器
を
手

に
し
た
子
供
た
ち
か
ら

は
、歓
声
が
沸
き
起
こ
り
、

早
々
、
楽
器
を
手
に
し
て

演
奏
を
披
露
し
て
い
ま
し

た
。

　

青
森
市
で
健
康
あ
お
も

り
21
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
県

民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
野

辺
地
町
漁
協
と
女
性
部

が
「
あ
お
も
り
健
康
づ
く

り
奨
励
賞
」
を
、
荒
川
麗

子
さ
ん
が
「
青
森
県
健
康

づ
く
り
事
業
功
労
者
等
表

彰
」
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

ま
し
た
。

　

漁
協
と
女
性
部
は
、「
元

気
で
な
け
れ
ば
沖
へ
出
ら

れ
な
い
」
な
ど
と
呼
び
か

け
、
独
自
で
健
診
の
Ｐ
Ｒ

や
自
己
負
担
金
の
助
成
な

ど
の
取
組
み
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

　

荒
川
さ
ん
は
公
民
館
で

週
１
回
の
ダ
ン
ス
教
室
を

36
年
間
継
続
し
て
開
催
す

る
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

健
康
づ
く
り
活
動
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

８
月
28
日
野
辺
地
町
役
場

に
お
い
て
、
自
衛
隊
入
隊
希

望
者
の
募
集
や
相
談
業
務
を

行
う
、
自
衛
官
募
集
相
談
員

４
人
に
委
嘱
状
の
交
付
を
行

い
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本

部
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
自
衛

官
募
集
相
談
員
の
任
期
は
２

年
で
、
前
回
か
ら
継
続
し
て

委
嘱
さ
れ
た
角
毅
さ
ん
、
滝

田
良
雄
さ
ん
、
銭
谷
岩
夫
さ

ん
の
３
名
に
加
え
、
髙
田
美

恵
子
さ
ん
に
委
嘱
し
、
４
名

で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

相
談
員
の
４
名
は
こ
れ
か

ら
２
年
間
、
自
衛
官
志
願
者

に
関
す
る
情
報
提
供
や
自
衛

官
募
集
の
た
め
の
広
報
活
動

へ
の
援
助
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

「今を変えれば　未来は変わる！」
知事より　健康づくり奨励賞等表彰

自衛官募集相談員を委嘱

実験をする野辺地小学校児童

表彰を受けた吉田組合長と野坂女性部長、荒川麗子さん

委嘱を受けた方々

スタート

演奏を披露する幼年消防クラブ鼓笛隊
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９
月
６
日
、
若
者
の
人
口

流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
高
卒
者
採
用
拡
大
の
た

め
の
要
望
書
を
商
工
会
井
口

会
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

中
谷
町
長
は
「
町
を
元
気

に
す
る
に
は
若
い
力
が
必

要
。
地
元
経
済
の
活
性
化
の

た
め
、
採
用
枠
拡
大
を
お
願

い
し
た
い
」
と
井
口
会
長
へ

要
望
書
を
渡
し
ま
し
た
。
要

望
書
を
受
け
取
っ
た
井
口
会

長
は
「
景
気
が
上
向
い
て
き

て
い
る
が
、
地
方
は
厳
し
い

状
態
が
続
い
て
い
る
。
野
辺

地
町
の
活
性
化
の
た
め
に
も

協
力
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

昨
年
と
比
べ
る
と
平
成
25

年
８
月
末
現
在
で
求
人
事
業

所
数
は
11
社
増
、
求
人
件
数

は
14
件
増
、
求
人
数
は
55
人

増
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

高卒者採用拡大のための要望書提出

野辺地中学校大会報告
　

９
月
５
日
、
野
辺
地
中
学

校
柔
道
部
で
第
44
回
全
国
中

学
校
柔
道
大
会
へ
出
場
し
た

仲
﨑
麻
尋
さ
ん
と
第
44
回

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸

上
競
技
大
会
県
予
選
会
で
優

勝
し
た
五
十
嵐
祐
大
く
ん
が

大
会
結
果
を
中
谷
町
長
へ
報

告
し
ま
し
た
。

　

三
重
県
で
開
催
さ
れ
た
全

国
柔
道
大
会
へ
出
場
し
た
仲

﨑
麻
尋
さ
ん
は
惜
し
く
も
２

回
戦
敗
退
。「
い
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
中

谷
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
祐
大
く
ん
は
10
月

に
神
奈
川
県
で
開
催
さ
れ
る

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸

上
大
会
へ
の
出
場
が
決
定

し
、「
自
分
の
力
を
出
し
切
っ

て
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で

中
央
公
民
館
で
ふ
れ
あ
い
通

学
合
宿
が
開
催
さ
れ
、
17
名

が
中
央
公
民
館
か
ら
各
小
学

校
へ
通
学
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
５
・
６
年
生
を
対

象
に
し
て
行
わ
れ
る
こ
の
合

宿
は
、
子
ど
も
の
自
立
心
、

団
体
生
活
で
の
協
調
性
を
養

う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
、
今
回
で
10
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
の
古
田
教
育
長

の
あ
い
さ
つ
の
中
で
述
べ
た

「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す

る
、
さ
ら
に
周
り
の
お
友
達

の
お
手
伝
い
も
し
て
ほ
し

い
」
の
言
葉
通
り
、
各
班
協

力
し
て
食
事
の
準
備
や
掃
除

な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

町内小学生　中央公民館で合宿

要望書を読み上げる中谷町長

五十嵐祐大くん、仲﨑麻尋さん

家族連れでにぎわう「てしゃば」
　

今
年
で
８
回
目
と
な
っ
た

「
の
へ
じ
停
車
場
（
て
し
ゃ

ば
）
ま
つ
り
」
が
９
月
17
日

に
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー

周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
24
年
９
月
１
日
に
開

業
し
た
野
辺
地
駅
開
業
に
関

連
さ
せ
て
開
催
さ
れ
て
お

り
、
商
店
会
・
駅
前
通
り
の

活
性
化
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
出

店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

人
力
車
へ
の
試
乗
体
験
、
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
演
奏
や

ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

訪
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

にぎわう「てしゃば」
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３日目　昼食は秋晴れの下で流しソーメン

町のニュース

東京野高会の方々がのへじ祇園まつりを見学しに来町しました



野辺地町教育委員候補者を募集します
１．公募の趣旨
　�　教育環境を取り巻く変化に対応するとともに、教育行政の充実と活性化を図るため、教育現場の
現状や地域の実情に通じ、広い視点から教育について考えていただける方を募集します。

２．教育委員の職務内容等
　�　教育委員会は５人の委員で組織され、具体的には次の職務を担っていただきます。
　　　・定期的または臨時に開催される教育委員会などの会議への出席及び審議
　　　・小中学校卒業式などの各種式典への出席
　　　・教育委員会が主催する各種行事への参加

３．公募者数
　　教育委員　１名

４．任期、待遇等
　　　・任期　　町議会の同意を受けた後、任命の日から４年
　　　・報酬　　日額　4,300円
　　　・身分　　非常勤特別職の公務員

５．応募者の資格
　　　①応募申込時の年齢が満25歳以上で、野辺地町に住所を有し、野辺地町長の被選挙権を有する。
　　　②人格が高潔で、教育、学術及び文化に関し識見を有する。
　　　③破産者にあっては復権を得ている。
　　　④禁固以上の刑に処せられたことがない。
　　　⑤毎月数回程度会議に出席が可能な方。

６．応募期間
　　平成25年10月１日（火）～�平成25年10月31日（木）必着

７．応募方法等
　　⑴�　次の書類を角型２号封筒に入れ、封筒のおもて面に「教育委員候補者応募申込」と朱書のう

え、下記宛先へ郵送するか直接持参してください。
　　ア、野辺地町教育委員候補者応募申込書（所定用紙）
　　イ、課題論文
　　　　課題テーマ　　「今の社会において求められる教育委員会の役割」
　　　　（2,000字以内。ＰＣで作成する場合は文字数の確認をしてください。）
　　⑵　受付は、応募期間中（土曜日及び日曜日を除く。）の午前９時から午後５時まで受付ます。
　　⑶　郵送による応募は、10月31日（木）の消印のあるものまで受け付けます。
　　⑷�　「野辺地町教育委員候補者応募申込書」は役場総務課に備えていますので、郵送又は直接お

いでになって請求してください。　　　　※野辺地町ホームページでもダウンロード可能です。

８．応募・問い合わせ先
　　〒039 ‐ 3131
　　野辺地町字野辺地123－1
　　野辺地町役場総務課　ＴＥＬ　64－2111�（内線289番）　ＦＡＸ　64－9594
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気象庁からの特別警報の発表が始まりました。

公立野辺地病院眼科外来診療日変更の
お知らせとお詫び

　『特別警報』は、現在の警報の発表基準をはるかに超える豪雨や大津波などが予想され、数十年に一度しかな
いような重大な災害が起こる可能性が非常に高まっていることを示すものです。何年間も災害の経験のない地域
でも油断せず、万一に備えて、ただちに「命を守る行動」を始めましょう。
〔特別警報の発表基準ととるべき行動〕

現　象 発表の基準 とるべき行動

大 　 雨
台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量となる大雨が予想さ
れ、若しくは、数十年に一度の強度の台風や温帯低気圧により大
雨が予想される場合

　避難所へ避難するか、
外出することが危険な場
合（既に浸水が始まって
いる場合など）は家の中
で安全な場所にとどまる。

暴 　 風
数十年に一度の強度の台風や温帯
低気圧により

暴風が吹くと予想される場合
高 　 潮 高潮になると予想される場合
波 　 浪 高波になると予想される場合

暴 風 雪 数十年に一度の強度の台風と同程度の温帯低気圧により雪を伴う
暴風が吹くと予想される場合

大 　 雪 数十年に一度の降雪量となる大雪が予想される場合

津 　 波 高いところで３メートルを超える津波が予想される場合（現在の
大津波警報を「特別警報」とする）

より高い場所を目指して
避難する。

噴 　 火 居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が予想される場合（現在の噴
火警報（居住地域）を「特別警報」とする）

警戒が必要な範囲から避
難する。

緊急地震速報 震度６弱以上の地震動が予想される場合（現在の緊急地震速報（震
度６弱以上）を「特別警報」とする）

あわてずに、まず身の安
全を守る。

〔特別警報が発表されなくても油断は禁物〕
「特別警報が発表されない」は「災害が発生しない」ではありません。普段から避
難場所や避難経路を確認しておき、注意報や警報が出たら、早め早めの行動をとり
ましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：防災安全課）

　平成25年10月より当分の間、眼科外来の診療日が週３回になり曜日も変更になりま
すのでお知らせいたします。

　また、９月２日の予約等では、月曜日・火曜日・水曜日で予約をとり、患者様には

大変混乱を招くことになり申し訳ございませんでした。

変更後
眼科外来→週３回 月曜日・火曜日・木曜日

　　　　

　となりますので、よろしくお願いいたします。

　

　　※　問合せ先　　公立野辺地病院　医事グループ

　　　　　　　　　　電話0175－64－3211
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～
毎
月
20
日
は

�
ふ
れ
あ
い
教
育
の
日
～　

　
“
世
界
一
の
技
”弘
前
市
豊
田
児
童

セ
ン
タ
ー
「
一
輪
車
演
技
」と
”青
春

の
足
音
”
県
立
野
辺
地
高
等
学
校
ス

ポ
ー
ツ
科
学
コ
ー
ス「
集
団
行
動
」を

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
町
民
の
皆
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
町
民
多
数
の
ご
来
場
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

○
日　
時

　

平
成
25
年
10
月
５
日（
土
）

　

13
時
～
15
時（
開
場
12
時
30
分
）

○
場　
所　
野
辺
地
町
立
体
育
館

○
入
場
無
料

○
主　
催　
野
辺
地
町
教
育
委
員
会

○
問
合
わ
せ　
☎
64

－

２
１
１
９

　

町
で
は
、
原
子
力
立
地
給
付
金
の

減
額
に
伴
う
低
所
得
世
帯
へ
の
負

担
軽
減
の
た
め
の
支
援
と
し
て
『
原

子
力
立
地
給
付
金
減
額
支
援
助
成

金
』（
平
成
２
５
年
度
助
成
金
額
５
，

０
０
０
円
）を
交
付
す
る
こ
と
と
し
、

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

　

手
続
方
法
は
、
次
の
①
～
④
（
ま

た
は
①
～
⑤
）
を
添
付
ま
た
は
提
示

　

町
内
に
あ
る
空
地
等
で
雑
草
等
の

繁
茂
に
よ
り
、
地
域
住
民
に
迷
惑
を

か
け
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

土
地
所
有
者
及
び
管
理
者
に
お
い

て
は
責
任
を
持
っ
て
草
刈
り
等
適
切

な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

建
設
環
境
課

　

平
成
26
年
度
の
入
園
を
希
望
す
る

幼
児
の
入
園
願
書
の
受
付
を
開
始
し

ま
す
。
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
に
入
園
願
書
が

あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
し
て
お
申
し

　

計
量
法
に
基
づ
き
２
年
に
１
回
実

施
す
る
法
定
検
査
で
、
取
引
、
証
明

に
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
検
査
日
時
・
場
所

①
馬
門
公
民
館

　

10
月
21
日（
月
）

　
　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時

②
町
立
体
育
館

　

10
月
22
日（
火
）

　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　
　

午
後
1
時
～
午
後
3
時

　

10
月
23
日（
水
）

　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

　
　

午
後
1
時
～
午
後
2
時
30
分

◆
検
査
手
数
料（
１
台
に
つ
き
）

　

５
０
０
円
～
２
，
０
０
０
円
程
度

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
地
域
戦
略
課

　

☎
64

－

２
１
１
１（
内
線
２
６
７
）

し
て
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
、
審
査
の
う
え「
口
座
振
込
」に

て
助
成
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

①
『
原
子
力
立
地
給
付
金
振
込
の
お

知
ら
せ
』の
は
が
き【
10
月
中
旬
か
ら

11
月
に
か
け
て
、
こ
れ
か
ら
郵
送
さ

れ
る
は
が
き
の
こ
と
で
す
】

②
電
気
料
金
明
細
書
『
電
気
ご
使
用

量
の
お
知
ら
せ
』【
申
請
月
よ
り
前
3

カ
月
以
内
の
も
の
・
毎
月
お
知
ら
せ

の
あ
る
レ
シ
ー
ト
の
こ
と
】

③
申
請
者
名
義
の
振
込
口
座
の
通
帳

④
申
請
者（
ま
た
は
代
理
人
）が
本
人

と
確
認
で
き
る
書
類（
運
転
免
許
証
・

保
険
証
等
）

⑤
代
理
人
が
申
請
手
続
を
す
る
場
合

は
、
申
請
者
か
ら
の
委
任
状
（
申
請

用
紙
に
あ
り
）

※
助
成
対
象
者
に
関
す
る
こ
と
や
申

請
用
紙
な
ど　

詳
し
く
は
、別
添「
原

子
力
立
地
給
付
金
減
額
に
伴
う
助
成

金
に
つ
い
て
№
３
」
の
チ
ラ
シ
を
ご

覧
に
な
り
、申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

―
10
月
15
日
か
ら
、
役
場
に
専
用

窓
口
を
設
け
て
受
付
し
ま
す
。
―

○
問
合
せ
先　
地
域
戦
略
課

　

☎
64

－

２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

込
み
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

11
月
１
日（
金
）
～
随
時

○
受
付
場
所

　

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

○
定
員　
１
０
０
名

○
保
育
時
間

　

７
時
30
分
～
18
時

○
教
育
目
標

①
「
友
達
を
思
い
や
り
、
神
に
喜
ば

れ
る
子
ど
も
に
な
ろ
う
」
を
目
標
に

優
し
い
心
、
明
る
い
心
、
感
じ
る
心

を
育
て
ま
す
。

②
生
活
の
中
で
様
々
な
経
験
を
し
、

創
造
性
豊
か
で
主
体
的
に
活
動
で
き

る
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

○
そ
の
他

①
文
部
科
学
省
で
定
め
て
い
る
学
校

教
育
基
本
法
に
基
づ
い
た
教
育
内
容

で
の
実
施
。

②
保
護
者
の
経
済
状
況
に
よ
り
就
園

奨
励
費
補
助
金
制
度
あ
り
。

③
兄
弟
姉
妹
入
園
に
つ
い
て
の
特
典

あ
り
。

④
預
か
り
保
育
、
子
育
て
支
援
（
満

３
歳
未
満
の
子
ど
も
）の
実
施

⑤
夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み
の
長

期
休
業
日
の
特
別
保
育
実
施

⑥
通
園
バ
ス
、
給
食
有
り

※
そ
の
他
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

　

野
辺
地
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

　

☎
64

－

３
４
７
０

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72

－

８
０
９
０

第
４
回
野
辺
地
町
ふ
れ
あ
い

教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

野
辺
地
町
原
子
力
立
地
給
付
金

減
額
支
援
助
成
金
に
つ
い
て

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園

園
児
募
集
の
ご
案
内

空
地
の
適
切
な
管
理
に

つ
い
て（
お
願
い
）

計
量
器
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ

平成25年11月１日現在で、｢2013年漁業センサス｣ を実施します！

教育委員会の定例会を公開します。
希望する方は、開催日時１週間前までに申し込みく
ださい。
１．日　時　平成25年10月16日（水）午前９：30
２．場　所　中央公民館　第１研修室
３．その他　�会議は、原則公開にて行いますが、

議案等の内容によっては、非公開と
なります。

４．申込先　学校教育課　電話　64－2119

教育委員会定例会開催のお知らせ

8

　漁業センサスは、我が国漁業の生産構造及び就業構造並びに
漁村及び水産物流通・加工業等の漁業を取りまく実態を明らか
にするとともに、我が国の水産行政の推進に必要な基礎資料を
整備することを目的としています。

※�漁業センサスは、漁業の ｢いま｣ を知るための５年に１度の大切な調査です。
10月下旬から調査員が漁業関係者の方々を訪問しますので、みなさまのご協
力をお願いします。
　　詳しくは
　　　　　　　　　　地域戦略課　☎0175－64－2111（内線261）

農林水産省/漁業センサス 検索

お知らせ



ご
自
身
の
体
力
年
齢
を
調
べ
て
み
ま

せ
ん
か
？

○
日　
時

10
月
21
日（
月
）

午
後
２
時
30
分　

集
合

○
場　
所

野
辺
地
町
立
体
育
館

○
対
象
者

６
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
野
辺
地
町
在

住
者

○
定　
員　
先
着
50
名

○
実
施
種
目

握
力
・
長
座
体
前
屈
ほ
か
全
６
種
目

○
申
込
先

10
月
16
日（
水
）ま
で

社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
64

－

２
１
１
１（
内
線
２
２
２
）

　

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
機
能

点
検
を
目
的
と
し
て
、
毎
日
、
時
報

チ
ャ
イ
ム
を
放
送
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
１
日
よ
り
、
夕
方
の
時

報
を
18
時
に
放
送
し
て
お
り
ま
す

が
、
17
時
に
戻
し
て
ほ
し
い
と
の
御

意
見
・
御
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
10
月
７
日
よ
り
１

か
月
間
、
試
験
的
に
、
夕
方
の
時
報

チ
ャ
イ
ム
を
17
時
に
放
送
し
ま
す
の

で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
特
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、

○
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談

　

中
小
企
業
事
業
主
の
悩
み
に
つ
い

て
専
門
家
が
無
料
で
ワ
ン
・
ス
ト
ッ

プ
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

青
森
県
民
が
挙
っ
て
教
育
の
大
切

さ
を
考
え
、
尊
重
し
、
教
育
の
振
興

を
期
す
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

○
対　
象

　

野
辺
地
町
民
、
県
民
自
由
参
加

○
日　
時

　

10
月
19
日（
土
）

　

12
時
30
分
～
16
時

○
場　
所

　

野
辺
地
町
中
央
公
民
館

○
大
会
日
程

①
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

野
辺
地
祇
園
囃
子

�

馬
門
自
治
会
様

②
開
会
行
事

③
活
動
発
表

・
日
々
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て

�

野
辺
地
小
Ｐ
Ｔ
Ａ　

前
田
智
子
様

・
父
親
と
し
て

�

若
葉
小
Ｐ
Ｔ
Ａ　

四
戸
充
治
様

・
我
が
校
の
「
ふ
れ
あ
い
の
日
」

�

馬
門
小
Ｐ
Ｔ
Ａ　

横
濱
江
利
子
様

・
地
域
子
ど
も
会
活
動

下
町
一
区
子
ど
も
会　

総
務

�

蛯
名　

哲
様

④
講　

演

演
題　

野
辺
地
町
の
「
ふ
れ
あ
い
教

育
の
日
」に
つ
い
て

11
月
１
日
よ
り
正
式
に
17
時
と
し
ま

す
。

○
問
合
せ
先

　

防
災
安
全
課　

☎
64

－

２
１
１
１

○
業
務
改
善
助
成
金
制
度

　

計
画
的
な
最
低
賃
金
引
き
上
げ
を

支
援
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

　

ま
ず
は
当
セ
ン
タ
ー
へ
ご
一
報
く

だ
さ
い

○
相
談
窓
口

　

青
森
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー

青
森
市
青
柳
２

－

２

－

６
（
一
社
）

青
森
県
労
働
基
準
協
会
内

☎
０
１
７（
７
７
７
）４
６
８
６

○
相
談
日　

土
・
日
・
祝
日
、
12
月

28
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
を
除
く
全

日○
時　
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

講
師　

野
辺
地
町
教
育
委
員
会

�

教
育
長

⑤
閉
会
行
事

※
駐
車
場
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
満
車
の
際
は
野
辺
地
小
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

　
「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」推
進
大
会

野
辺
地
大
会
事
務
局

　

酒
田
清
造　

☎
64
－

７
６
７
５

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
部
で

は
、
芸
能
発
表
会
を
開
催
し
唄
や
踊

り
を
披
露
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

○
日　
時

　

平
成
25
年
10
月
11
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

○
場　
所　
町
中
央
公
民
館

テ
ー
マ
「
輝
け
営
大
祭
～
農
業
が
あ

る
限
り
！
～
」

○
日
時

　

10
月
26
日（
土
）９
時
～

　

10
月
27
日（
日
）９
時
～

○
場
所　
青
森
県
営
農
大
学
校

　

七
戸
町
字
大
沢
48

－

８

○
主
な
内
容　

　

農
畜
産
物
販
売
、
各
種
模
擬
店
、

農
作
業
体
験
ツ
ア
ー
、
学
習
成
果
の

展
示
、
就
農
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
併
催
）

○
問
合
せ
先　
青
森
県
営
農
大
学
校

　

☎
０
１
７
６

－

62

－

３
１
１
１

○
日　
時

　

平
成
25
年
10
月
11
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
中
央
公
民
館
前

○
会　
費　
６
，
０
０
０
円

○
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

　

か
く
と
商
店
内　

角
鹿
三
つ
瀬

　

☎
64

－

２
１
７
８

体
力
テ
ス
ト
会
参
加
者
募
集

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
夕
方
の
時
報

チ
ャ
イ
ム
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
25
年
秋
の
火
災
予
防
運
動

青
森
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

第
11
回「
あ
お
も
り
教
育
の
日
」

推
進
大
会
の
お
知
ら
せ

芸
能
発
表
会
開
催
の
お
知
ら
せ

第
34
回
営
大
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

行
在
所
と
野
辺
地
の
食
彩

◯
実
施
期
間

　

平
成
25
年
10
月
21
日
～�
�

10
月
27
日

◯
統
一
標
語

『
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ

の
ま
ま
』

【
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る　

７

つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

○
３
つ
の
習
慣

◎
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◎
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◎
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
４
つ
の
対
策

◎
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◎
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

◎
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

◎
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。
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お知らせ
◆�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル『
虹
色
の
会
』

／
５
日（
土
）午
後
１
時
30
分「
定

例
会
」

◆�

英
会
話
サ
ー
ク
ル
／
７
日
、21
日
、

28
日
午
後
３
時
30
分

◆�

朗
読
の
会
『
桜
秋
』
／
10
日
（
木
）

午
前
10
時「
定
例
会
」

◆�

お
は
な
し
工
房
／
12
日（
土
）午
後

２
時
15
分
「
読
み
聞
か
せ
と
簡
単

な
工
作
」

◆�

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
16
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
）

◆�

絵
本
を
楽
し
む
会
／
18
日（
金
）午

前
10
時
30
分

◆�

ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
／
25
日

（
金
）
午
前
10
時
30
分
「
３
歳
未
満

児
向
け
」

◆�

絵
本
タ
イ
ム
／
26
日（
土
）

　

午
後
２
時
15
分
～

読
書
週
間
行
事
の
お
知
ら
せ

★
ド
キ
ド
キ
お
は
な
し
会

　

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル「
虹
色
の
会
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
は
な
し
会
を
行

い
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
９
日（
土
）

　

午
後
２
～
３
時

○
と
こ
ろ

　

図
書
館
２
階
・
視
聴
覚
室

○
対　

象　

幼
児
、
小
学
生

★
読
書
で
ス
タ
ン
プ
レ
ー
ス

　

図
書
館
か
ら
本
を
借
り
て
ス
タ
ン

図
書
館
行
事

電
話
（
64
）
２
１
９
５

図書館おすすめの新刊（入荷予定本）
書　　　名 著　者　名

明治・妖モダン 畠　中　　恵
恋しくて� 村　上　春　樹
祈りの幕が下りる時 東　野　圭　吾
母と昭和とわらべ唄 蛯　名　香葉子
西の窓辺へお行きなさい 武　田　鉄　矢
あなたの知らない北海道・
東北地方の名字の秘密 森　岡　　　浩

人間にとって成熟とは何か 曽　野　綾　子
本　の　展　示

・読書標語にちなんだ本展　10／27（土）～11／９（金）
「本と旅する　本を旅する」

納
税
証
明
書
の
請
求
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
！

ガ
ソ
リ
ン
の
貯
蔵
・
取

扱
い
時
の
留
意
事
項

　

10
月
１
日
か
ら
、
自
宅
等
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
納
税
証
明

書
の
発
行
を
請
求
し
、
税
務
署
の
窓

口
で
納
税
証
明
書
を
受
け
取
る
場

合
、
本
人
や
代
表
者
の
電
子
証
明
書

が
不
要
に
な
り
、
よ
り
多
く
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
税
務
署
の
窓
口
で
受
け
取

　
（
発
電
機
・
除
雪
機
・
草
刈
機
等
）

ガ
ソ
リ
ン
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
細

心
の
注
意
を
払
わ
な
い
と
容
易
に
火

災
に
至
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。�

・
静
電
気
に
よ
る
着
火
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
金
属
製
容
器
で
貯
蔵
す

る
。

・
ガ
ソ
リ
ン
容
器
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
蒸

気
が
流
出
し
な
い
よ
う
に
、
容
器
は

密
栓
す
る
。

・
ガ
ソ
リ
ン
の
貯
蔵
や
取
扱
い
を
行

う
場
所
は
、
火
気
や
高
温
部
か
ら
離

れ
た
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
通

風
、
換
気
の
良
い
場
所
と
す
る
こ
と

が
必
要
。

・
特
に
夏
期
に
お
い
て
は
、
ガ
ソ
リ

ン
温
度
が
上
が
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
蒸
気

圧
が
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。�

・
取
扱
い
の
際
に
は
、
開
口
前
の
圧

力
調
整
弁
の
操
作
等
、
こ
ぼ
れ
・
あ

ふ
れ
等
が
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を

児
童
館
行
事

電
話
（
64
）
３
１
０
６

◆�

あ
た
ご
ク
ラ
ブ
研
修
会

（
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
）
23
日

（
水
）
19
時
～

◆
避
難
訓
練

　

29
日
（
火
）
16
時
30
分
～

プ
を
30
個
集
め
よ
う
。

○�

期　

間　

10
月
27
日（
日
）

　

～
11
月
30
日（
土
）

対�　
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

★
古
雑
誌
・
古
本
無
料
譲
渡
会

　

期
間
中
ロ
ビ
ー
に
て
開
催
し
ま

す
。

読
書
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

明
治
期
に
野
辺
地
で
は
、
た
く
さ

ん
の
著
名
な
俳
人
が
活
躍
し
ま
し

た
。
野
辺
地
の
文
化
の
ル
ー
ツ
を

探
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

○�

日　

時　

10
月
12
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
３
時

○
場　

所　

図
書
館
視
聴
覚
室

○�

講　

師　

舘
田　

勝
弘
 
氏
（
日

本
近
代
文
学
会
青
森
支
部
長
）

○�

演　

題　

新
聞『
日
本
で
』で
活
躍

し
た
野
辺
地
の
俳
人
た
ち

○
対　

象　

一
般

　

申
込
み　

10
月
10
日（
木
）ま
で

文
学
散
歩
の
ご
案
内

　

灯
火
親
し
む
頃
と
な
り
ま
し
た
。

青
森
と
言
え
ば
、
太
宰
治
。
斜
陽
館

で
太
宰
文
学
の
薫
り
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
！

○�

日　

時　

10
月
15
日（
火
）午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

○�

行　

先　

五
所
川
原　

斜
陽
館　

津
軽
金
山
焼

○�

参
加
料　

１
，
０
０
０
円
（
入
館

料
及
び
昼
食
代
）

○
申
込
み　

10
月
10
日（
木
）ま
で

る
際
の
本
人
確
認
又
は
代
理
人
確
認

の
方
法
に
変
更
は
な
く
、
運
転
免
許

証
等
の
本
人
確
認
書
類
及
び
委
任
状

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
問
合
せ
先

十
和
田
税
務
署
管
理
運
営
第
一
部
門

☎
０
１
７
６

－

23

－

３
１
５
１
（
内

線
２
１
２
）

※
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

払
い
ま
し
ょ
う
。�

・
ガ
ソ
リ
ン
使
用
機
器
の
取
扱
説
明

書
等
に
記
載
さ
れ
た
安
全
上
の
留
意

事
項
を
厳
守
し
、
特
に
エ
ン
ジ
ン
稼

働
中
の
給
油
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

ガソリンの貯蔵に適した容器の例
（金属容器であることが必要）

ガソリンの貯蔵に適さない容器の例
（樹脂製容器は火災危険度が高い）
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お知らせ
　

結
核
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
表
を

ご
ら
ん
に
な
り
、
当
日
受
診
票
を
お

持
ち
の
う
え
、
近
く
の
巡
回
場
所
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
対　
象

　

今
年
度
中
に
65
歳
以
上
（
昭
和
24

年
3
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

か
つ
、
今
年
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真

を
ま
だ
と
っ
て
い
な
い
方

※「
肺
が
ん
検
診
」を
受
け
た
方
や
治

療
中
の
方
は
受
診
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

○
ご
注
意

　

対
象
の
方
に
は
、
９
月
27
日
付
で

「
結
核
受
診
票
」を
郵
送
し
て
お
り
ま

す
。
受
診
期
日
ま
で
、
大
切
に
保
管

結
核
検
診
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

減
る
脂
～
ク
ッ
キ
ン
グ
の

ご
案
内

生
涯
骨
太
ク
ッ
キ
ン
グ
教

室
の
ご
案
内

○
対　
象

　

昭
和
23
年
10
月
31
日
以
前
生
ま
れ

の
野
辺
地
町
に
住
所
を
有
す
る
方
対

象
者
に
は
9
月
27
日
付
で
個
別
に
案

内
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
お
送
り

し
た
書
類
を
持
参
し
て
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

○
実
施
期
間

平
成
25
年
11
月
1
日
～
12
月
31
日

○
場　
所

　

町
が
契
約
し
て
い
る
医
療
機
関

○
負
担
額　
接
種
費
用
の
う
ち
一
人

　

生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
、
講

義
や
調
理
実
習
を
通
し
て
学
ぶ
教
室

で
す
。

○
対　
象

　

お
お
む
ね
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
。

○
時
間
・
場
所　
10
時
～
14
時

　

野
辺
地
町
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

○
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
健
康
手

帳
、
筆
記
用
具

○
締
め
切
り

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
運
動
器
症
候
群
）予
防
に
つ
い
て
学

ぶ
教
室
で
す
。
講
師
は
食
生
活
改
善

推
進
員
会
の
会
員
で
す
。

○
対
象

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予

防
に
興
味
の
あ
る
町
民
の
か
た

○
日
時
・
場
所

　

11
月
22
日
（
金
）
10
時
～
14
時

　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

○
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
健
康
手

帳
、
筆
記
用
具
、
運
動
で
き
る
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
締
め
切
り

　

11
月
13
日
ま
で
で
す
が
、
定
員
20

名
に
な
り
次
第
し
め
き
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
合
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
64

－

１
７
７
０

当
た
り
１
，
０
０
０
円
を
町
が
負
担

○
問
合
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
64

－

１
７
７
０

　

開
催
10
日
前
ま
で
で
す
が
、
定
員

20
名
に
な
り
次
第
し
め
き
り
ま
す
。

○
日
程　

①
お
い
し
い
野
菜
コ
ー
ス

　

平
成
25
年
10
月
25
日
（
金
）

②
お
い
し
い
減
塩
コ
ー
ス

　

平
成
25
年
11
月
６
日
（
水
）

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
合
せ
先　
健
康
づ

く
り
課
（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
64

－

１
７
７
０

し
て
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
内
）☎
64

－

１
７
７
０

11

けいちょう

傾聴サロン
こころが軽くなるおしゃべりサロンです。

傾聴研修会修了生がお話をお伺いします。秘密は厳守します。

10月９日(水)　10月21日(月)　11月15日(金)　11月27日(水)

時間　毎回13：00～15：00　＊申し込み不要　時間内にいつでもどうぞ

場所　健康増進センター

問合せ先　健康づくり課（健康増進センター内）
　　　　　電話64－1770

1.気づく　～子どものSOS～
 

・普段と様子が違う 

・引きこもり、不登校 

・自分を傷つける 

・「消えたい」と言う、 

 自殺をほのめかす 

２.まずは話を聞いてみる  
安心する、すっきりする、 

ストレスへの対処能力が増すなど、 
話をすることにはさまざまな良いことがあります。 

＊話を聞くときのポイント＊ 

♡まずは聞き役に徹し、否定することは
 避けましょう。

♡子どもの気持ちに共感し、受け止める
 姿勢が大切です。

※健康づくり課(野辺地町健康増進センター
　内)では毎週火・木曜日にこころの健康相
　談も行っています。

 

電話：0175-64-8080
はればれ

 健康づくり課

子どものこころ 

～こころと向き合い、メンテナンス～
 

10/21(月)～10/27(日) 

精神保健福祉 

普及運動 

〈結核検診日程〉
月　日 時　間 場　所

10月16日（水） ９：00～９：25 （ 有 ） 石 孝 電 機 工 業 前
９：35～10：00 さ い と う 整 骨 院 前
10：10～10：50 金 沢 集 会 所（ 大 祐 堂 ）
11：00～11：45 野 辺 地 警 察 署 駐 車 場
11：55～12：40 旧 漁 業 協 同 組 合 前

10月24日（木） ９：00～９：40 クローバー作業所（松ノ木平）
９：50～10：40 マエダストア野辺地店駐車場
10：50～11：00 第 ２ 久 保 田 歯 科 医 院 前
11：10～11：30 丸 山 商 店 前
11：40～12：30 愛 宕 公 園 駐 車 場

10月25日（金） ９：00～９：35 中 央 公 民 館
９：45～10：05 元 岡 山 食 堂 前
10：15～10：30 馬門中地区隣接道路（齋藤起一さん宅隣）
10：40～11：00 馬 門 公 民 館
11：10～11：20 元 柴 久 商 店 前
11：30～11：45 健 康 増 進 セ ン タ ー

10月29日（火） ９：00～９：50 えぼしコミュニティーセンター
10：00～10：15 元 西 野 商 店 前（ 川 目 ）
10：25～10：40 近藤町（佐々木さん宅前）
10：50～11：20 観 光 Ｐ Ｒ セ ン タ ー
11：30～12：00 町 立 体 育 館

10月30日（水） ９：00～９：15 目ノ越地区農産物加工等施設（婦人ホーム）
９：25～９：40 有戸地区学習等供用センター
９：50～10：10 塩 谷 商 店 前（ 明 前 ）
10：20～10：35 木明地区農作業管理休養センター
10：45～11：00 ゆうき青森農業協同組合らくのう支所前
11：10～11：30 （株）木村管工社員寮駐車場

10月31日（木） ９：00～９：50 役 場 前
10：00～10：20 松 竹 食 堂 前
10：30～11：20 ヤマザキショプ横（旧古林酒店）
11：30～12：00 勤 労 青 少 年 ホ ー ム



　

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
４
点
歩

行
に
な
る
の
で
、
一
般
的
な
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
１
．
７
倍
の
運
動
量
と
な

り
ま
す
が
、
身
体
へ
の
負
担
が
少
な

く
運
動
不
足
の
方
や
初
心
者
で
も
十

分
効
果
的
に
実
施
で
き
、
熟
年
世
代

に
ぴ
っ
た
り
な
運
動
で
す
。

○
期　
間

　

平
成
25
年
10
月
下
旬
か
ら
平
成
26

年
3
月
ま
で
（
詳
し
い
日
程
と
時
間

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

○
場　
所

　

町
内
の
運
動
施
設
（
屋
外
で
の
実

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

長
期
無
業
者
及
び
ニ
ー
ト

ひ
き
こ
も
り
等
で
お
悩
み
の
方

国
保
・
脳
ド
ッ
ク
（
第
２

回
目
）の
お
知
ら
せ

野
辺
地
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

『
青
い
鳥
基
金
』

助
成
対
象
団
体
募
集

　

野
辺
地
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
を
対
象
に
第
２
回
目
の
国
保
・
脳

ド
ッ
ク
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
希
望

者
は
役
場
町
民
課
ま
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

○
受
付
期
間　
10
月
７
日
（
月
）
～

11
日
（
金
）、
但
し
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。

○
受
付
人
数　
17
人

○
対
象
者　
75
歳
未
満
で
、
野
辺
地

町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
（
申
込
が
多
数
の
場
合
は
、
初
め

て
受
診
さ
れ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。）

　

な
お
、
第
３
回
目
は
明
年
２
月
・

３
月
に
実
施
し
ま
す
。

○
個
人
負
担　
５
，
０
０
０
円

○
実
施
期
間　
11
月
～
12
月

（
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
）

○
実
施
医
療
機
関　
公
立
野
辺
地
病

院※
次
の
よ
う
な
方
は
検
査
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん

①
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
入
れ
て
い
る

方②
脳
動
脈
ク
リ
ッ
プ
を
埋
め
て
い
る

方③
脳
外
科
の
開
頭
手
術
を
し
た
こ
と

が
あ
る
方

○
申
込
・
問
合
せ　
役
場
町
民
課

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
年
金
担

当
（
内
線
２
２
９
）

　

野
辺
地
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
創
立
40
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全

育
成
に
寄
与
す
る
事
を
目
的
と
し

「
新
世
代
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

10
年
間
に
わ
た
っ
て
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

　

９
年
目
に
な
る
本
年
度
も
、
助
成

対
象
団
体
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
助
成
対
象
団
体

・�

町
内
で
活
動
す
る
青
少
年
団
体
及

び
、
そ
の
育
成
を
推
進
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
諸
団
体
。

　

就
業
経
験
が
無
い
・
長
期
に
お
い

て
無
業
の
状
態
に
あ
る
若
者
（
15
歳

～
39
歳
）
の
職
業
的
自
立
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
ご
本
人
・
ご
家
族
・
保

護
者
の
方
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ

い
。
出
張
相
談
も
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
無
料
、
個
人
情
報
厳
守
。
あ
お

も
り
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

○
場
所

青
森
県
青
森
市
安
方
１

－

１

－

40

青
森
県
観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
３
階

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ
お
も
り
内

○
利
用
時
間

８
時
30
分
～
17
時
15
分

☎
０
１
７

－

７
７
５

－

５
３
０
１

・�

町
内
に
住
所
、
又
は
事
務
所
を
置

き
、
責
任
の
所
在
が
明
確
で
あ
る

こ
と
。

・�

対
象
事
業
を
推
進
す
る
上
で
、
十

分
な
管
理
能
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
。

・�

政
治
、
宗
教
活
動
を
目
的
と
す
る

団
体
は
除
く
。

二
、
助
成
対
象
事
業

⑴�

青
少
年
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
育
成

に
貢
献
す
る
事
業

⑵�

心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
青
少
年

の
育
成
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
。

⑶�

青
少
年
に
対
す
る
優
良
な
図
書
、

映
画
等
の
普
及
活
動
事
業
。

⑷�

有
害
図
書
の
追
放
等
、
地
域
環
境

の
浄
化
活
動
及
び
、
よ
り
よ
い
環

境
づ
く
り
活
動
。

⑸�

青
少
年
の
保
護
、
育
成
又
は
指
導

に
成
果
を
上
げ
貢
献
す
る
事
業
。

三
、
助
成
額

　

各
年
度
、
３
団
体
以
内
、
総
額

20
万
円
以
内
と
す
る
。

　

原
則
と
し
て
、
単
年
度
助
成
で
、

継
続
は
最
長
で
も
３
年
以
内
と
す
る
。

四
、
申
請
締
切
日

　

10
月
31
日
（
木
）

五
、
昨
年
度
助
成
団
体

・�

馬
門
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

育
成
会

・�
野
辺
地
中
学
校
吹
奏
楽
部
保
護
者

会
六
、
問
合
せ
先

　

松
山
旅
館
内　

松
山
隆
志

施
も
予
定
し
て
い
ま
す
）

○
対　
象

　

40
～
74
歳
で
野
辺
地
町
在
住
の
方

　

30
名

○
参
加
費　
無　

料

　

運
動
で
き
る
服
装
と
シ
ュ
ー
ズ
を

ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　

現
在
医
療
受
診
し
て
い
る
方
は
、

当
方
規
定
の
主
治
医
の
意
見
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課
（
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
内
）☎（
64
）１
７
７
０

※
野
辺
地
町
保
健
協
力
員
協
議
会
と

共
催
で
行
い
ま
す
。

むつ小川原地域・産業振興財団から、
助成事業募集のお知らせ

～ あ な た の ヤ ル 気 、応 援 し ま す ！ ～

　（公財）むつ小川原地域・産業振興財団は平成元年の設立以来、県内各
地の産業振興や地域づくりの取り組みに対し、幅広く支援しています。
　本財団では、平成26年度の助成事業を次のとおり募集しています。

○募集事業名　平成26年度プロジェクト支援助成事業
○対 象 事 業　�地域の活性化及び産業の育成・振興を図る次の事業です。
　　　　　　　�①人材育成�②技術開発�③商品開発�④市場・販路開拓
　　　　　　　⑤観光開発�⑥環境整備�⑦スポーツ・文化交流など
○助　成　金　事業費の５分の４以内
○助成対象団体　�県内の市町村、産業団体、地域づくりグループ・組織など
○募 集 期 間　平成25年９月１日～10月31日（必着）
○採択の合否　平成26年３月上旬までに通知
○応募方法等　�事業実施要望書に事業計画等を添えて申し込んでください。
　　　　　　　�要望書の様式等については、野辺地町役場地域戦略課また

は財団にご相談ください。
　　　　　　　�また、概要についてはホームページでご覧になれます
○応　募　先　公益財団法人むつ小川原地域・産業振興財団
　　　　　　　〒030-0861　青森市長島２丁目10－４
　　　　　　　�（ヤマウビル７Ｆ）�
　　　　　　　TEL�017-773-6222���FAX�017-773-6245
　　　　　　　ホームページ
　　　　　　　��http://www.jomon.ne.jp/~mozaidan/

☎
０
９
０

－

８
９
２
０

－

２
７
７
１

12

お知らせ



横
濵　

富

（
75
）
枇
杷
野

大
西　

正
雄
（
82
）
中
袋
町

田
中　

孝
男
（
65
）
下
町
二
区

川
村　

富
男
（
83
）
枇
杷
野

二
ッ
森
セ
ツ
（
79
）
木　

明

久
保
田
チ
ヨ
（
83
）
下
町
一
区

久
保
田
陸
郎
（
87
）
松
ノ
木
平

福
村　
　

博
（
78
）
金
沢
町

蛯
澤
喜
代
志
（
78
）
下
町
二
区

　

「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に
届

け
ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い
て
掲

載
し
て
い
ま
す
が
、
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
な
の
で
、
載

せ
て
ほ
し
く
な
い
場
合
は
、
届
け
出

の
際
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

�

（
８
月
受
付
分
）
町
民
課　
　

●第１・３月曜日

老人福祉センター

時間：午前10時～午後２時

バス運行日　10月２1日

健康づくり憩いの湯

●毎週月・木曜日（祝祭日

除く）

　有戸地区はまなす

　　　　ふれあいセンター

時間：午後１時

　　　　～午後２時

バス運行日（毎週月･木曜日）

10月３・７・10・17・２1・

　２4・２8・31日

成
田　

虹に

菜な
ち
ゃ
ん�

（
大
介
）
八
幡
町

髙
田　

妃き

唯い
ち
ゃ
ん�

（
久
司
）
駅
前
１

木
村　

理り

人と

く
ん�
（
成
仁
）
馬
門
１

三
浦　

陽ひ

向な
ち
ゃ
ん�

（
隆
寛
）
川　

目

漆
戸　

柚ゆ
ず
葉は
ち
ゃ
ん�

（
優
二
）
下
袋
町

蛯
名　

徠ら
い
翔が

く
ん�

（ 

猛 

）
駅
前
１

杉
山　

陽ひ

人び
と
く
ん�

（
健
吾
）
枇
杷
野

木
浪　

悠は
る
登と

く
ん�

（
直
矢
）
松
ノ
木
平

植
田　

麻ま

友ゆ
ち
ゃ
ん�

（ 

孝 

）
城　

内

平成25年８月末の人身事故の発生状況
区分

町村別

平成25年 平成24年
前年比

８月中 累計 累計
発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者

野辺地町 4 0 6 23 0 27 30 0 31 （－）7（+）0（－）4

横 浜 町 2 0 3 10 1 11 17 1 19 （－）7（+）0（－）8

六ヶ所村 1 0 1 15 0 20 16 0 26 （－）1（+）0（－）6

合　計 7 0 10 48 1 58 63 1 76 （－）15（+）0（－）18

平成24年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成24年度決算に基づく野辺地町の健全化判断比率および資金不
足比率をお知らせします。

◆平成24年度決算に基づく健全化判断比率
区　　分 野辺地町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 －　％ １５　％ ２０　％
連結実質赤字比率 －　％ ２０　％ ３０　％
実質公債費比率 ８．５　％ ２５　％ ３５　％
将来負担比率 ９３．９　％ ３５０　％
注１　「－」の表示は、赤字額がないことを表しています。
注２　「将来負担比率」には、財政再生基準はありません。

◆平成24年度決算に基づく資金不足比率
特別会計名称 資金不足比率 経営健全化基準

水道事業特別会計 －　％ ２０　％
下水道事業特別会計 －　％ ２０　％
注１　「－」の表示は、資金不足額がないことを表しています。
� ※この他詳しくは町のホームページをご覧ください。
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詳しくは、下記
にお問い合わせ
ください。

青森年金事務所
☎017-734-7495

野辺地町役場　
町民課
☎64-2111
　（内線241）

無 料 相 談 案 内
名　　称 相　談　内　容 期日と時間 場　　所 相談担当または電話番号

年 金 相 談
国民年金に関する
こと

10月23日（水）
10：00 ～ 15：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

青森年金事務所
０１７－７３４－７４９８（予約番号）
（予約が必要です）
〒030-8554青森市中央１丁目22－８

人 権 相 談
困りごと・いやが
らせ等人権の擁護
に関すること

10月８日（火）
９：00 ～ 12：00

野 辺 地 町
中 央 公 民 館

人権擁護委員
64－２１１１

弁護士無料相談 民事・一般 11月１日（金）
14：45 ～

老 人 福 祉
セ ン タ ー

弁護士が対応します。10月22日（火）
まで総務課64－2111（内227）へ申し
込みください。予約必要（定員４名）

児童家庭相談
養護・児童虐待等
に関すること

月～金曜日
（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

行 政 相 談
行政に関する苦情・
要望等に関すること

10月15日（火）
９：00 ～ 12：00 役 場 相 談 室 行政相談委員

教 育 相 談
しつけ・いじめ等
に関すること

月～金曜日（祝・祭日除く）
10：00 ～ 16：00

教 育 委 員 会
直 通 電 話 64－２１１９

電 話 介 護
相 談 介護に関すること 月～金曜日（祝・祭日除く）

9：00 ～ 16：00
健 康 増 進
セ ン タ ー 64－１７７０

国

民

年

金

保

険

料

９

月

分

の

納

付

期

限

は

10

月

31

日
（

木

）

で

す

防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！
　
☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９

※平成25年12月から年金額が変更になる予定です。
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一、私たちは、烏帽子岳のような誇り
高い文化と教育の町をつくります。

一、私たちは、野辺地川のような清い
心と美しい町をまもります。

一、私たちは、十符ヶ浦のような大き
い望みとゆたかな町をめざします。

一、私たちは、愛宕山のような温かい
福祉と健康な町をきずきます。

一、私たちは、人の和を大切にし活力
のみなぎる町づくりをすすめます。

　私
た
ち
の
町
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
先

人
よ
り
受
け
つ
い
だ
文
化
の
香
り
た
か
い

町
で
す
。

　私
た
ち
は
、
心
を
あ
わ
せ
て
「
真
実
と

友
愛
の
あ
ふ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
町
」

を
つ
く
る
た
め
に
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

野
辺
地
町
町
民
憲
章

健康づくり課
（健康増進センター内）
　前田５番地２
　　　☎64－１７７０☆母子健康手帳の発行は各種相談と同様、毎週火・木曜日（８：30～17：00）となります。

保健行事名 月日・時間 場所・ＴＥＬ 対象 内容 備考

４ヶ月児
　　子ども健診

10月３日（木）
13：15開始
11月７日（木）
13：15開始

野辺地病院
小　児　科
（64－3211）

（10月３日）
平成25年６月生まれ
（11月７日）
平成25年７月生まれ

身体計測
小児科医療診察

対象者には個別に通
知します。

６ヶ月児
　　子ども相談

10月16日（水）
10：00開始

健 康 増 進
セ ン タ ー
（64－1770）

電話でのご
相談・お問
い合わせは
64－8080

（はればれ）
火・木曜日

平成25年４月生まれの乳児 育児相談　身体計測
離乳食指導　離乳食試食 母子健康手帳、バスタ

オルをお持ちください。
対象者への個別通知は
しておりません。毎月
の広報で確認のうえお
いでください。

10 ヶ月児
　　子ども健診

10月16日（水）
13：30開始 平成24年12月生まれの乳児 育児相談　身体計測

離乳食指導
歯科保健指導　歯科健診等１歳児

　　子ども健診
10月16日（水）
13：30開始 平成24年10月生まれの乳児

みんなの
　　子ども相談

10月16日（水）
14：30

０歳児から就学前まででこれ
までの子ども健診・相談の対
象月年齢以外の児（希望者）

育児相談　食事相談
身体計測　歯科健診等

前日までに健康増進
センターにお申し込
みください。

１歳６ヶ月児
　　子ども健診

11月12日（火）
12：50開始

平成24年４月～５月生まれの
幼児

育児相談　身体計測
小児科医診察　歯科健診等

対象者には個別に通
知します。

３歳児
　　子ども健診

10月８日（火）
12：40開始

平成22年３月～４月生まれの
幼児

育児相談　身体計測
生活栄養指導
小児科診察　歯科健診
尿検査　聴覚検査等

対象者には個別に通
知します。

ことばの相談
火・木曜日

（祝祭日を除く）
8：30 ～ 17：00

就学前までのお子さん お子さんのことばに関する相談
（保健師が対応）

すくすくテレフォン 火・木曜日
（祝祭日を除く）
８：30 ～ 17：00

妊婦、産後の方、育児中の母
親、家族の方など

妊婦・育児の電話相談
（保健師が対応）

思春期はればれ
電話相談

思春期の方、思春期のお子さ
んをもつ親など

思春期のこころやからだの電
話相談（保健師が対応）

総合健康相談
火・木曜日

（祝祭日を除く）
８：30 ～ 17：00

町民一般
保健師による健康相談
管理栄養士による食事相談
薬剤師によるお薬の相談

あれば健康手帳や健
診結果通知書をお持
ちください。
事前にお申し込みく
ださい。

マ タ ニ テ ィ
サ ロ ン

10月７日（月）
13：30 ～ 15：00

健 康 増 進
セ ン タ ー 妊婦とその家族 おしゃべり、情報交換

リフレッシュ 事前申込み不要

こども救急
電話相談

<毎　日>
午後７時～
翌午前８時まで

♯8000
または
017－722－1152

小児の保護者等
小児の急病等、家庭内での対応
や医療機関への受診目安などの
相談対応（看護師が相談に応じま
す。治療行為ではありません。）

青森県が実施主体で
す。

日本脳炎
定期予防接種 　　通　年 町 内 委 託

医 療 機 関
平成７年６月１日～
平成19年４月１日�生まれの方

予防接種法による定期接種
（休止による特例対象）

くわしくはお問い合
わせください。

麻しん風しん
混合Ⅱ期

９月２日（月）～
10月31日（木）

町 内 委 託
医 療 機 関

平成19年４月２日～
平成20年４月１日生まれの幼
児（平成26年度就学児）

予防接種法による定期接種

対象者には個別に通知
しています。８月以降
転入された方など案内
が届いていない場合は
ご連絡ください。

成人風しん
予防接種
費用助成

７月１日（月）～
10月31日（木）

町 内 委 託
医 療 機 関

①�先天性風しん症候群予防目
的で接種を希望する女性

②現在妊娠している女性の夫
③�現在妊娠している女性の同
居家族

任意予防接種 くわしくはお問い合
わせください。

二種混合
（ジフテリア・
　　　　破傷風）

10月１日（火）～
10月31日（木）

町 内 委 託
医 療 機 関

平成13年４月２日～
平成14年４月１日生まれの
小学６年生

予防接種法による定期接種 対象者には個別に通
知しています。

■町の人口

２5年８月31日現在 前月比 前年同月比

14,505 （－）� 4 （－）� 205

　男� 6,823

　女� 7,682

（＋）� 3

（－）� 7

（－）� 87

（－）� 118

世帯数� 6,575 （－）� 8 （＋）� 28

じ～の

・
交
通
安
全
早
め
て
ん
と
う
虫
作
戦
！
夕
暮
れ
時
は

早
め
の
点
灯
時
刻

10
月
は
15
時
30
分

☆年に1度の健康チェック“がん検診”をご利用のかたは、忘れずにお申込みください。☆
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　ぴかぴかの歯で過ごせるよう
　にこれからもハミガキがんば
　ろうね。

母　香織　

　イェイ！虫歯ゼロ☆
　『食べたらみがく約束げんま
　ん♪』だよね♥

母　美穂　

　はみがきじょうずになった　
　ね。これからもむしばゼロ
　がんばろう！

母　順子　

　ハミガキ苦手な空だけど
　これからもむし歯ゼロで
　がんばろう！

　　母　綾香　

  き  むら くう　が
木村 空我くん 

いわさき
りひ　と

岩崎 凛人くん 

りん柴田   凛ちゃん 

しば  た
かど  や

ふみ　や
角谷 文哉くん 

ぼ
く
た
ち
、わ
た
し
た
ち
の

だ
よ
♪

歯
ピ
カ
ピ
カ

ピ
カ
ピ
カ

３歳児健診で
虫歯ゼロの
子です

今
月
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

野
辺
地
町
柔
道
協
会

稽古風景
町立体育館　火・水・金　18：30～

　

戦
後
禁
止
さ
れ
て
い
た
柔
剣

道
が
解
禁
さ
れ
、
昭
和
23
年
野

辺
地
町
柔
道
協
会
は
発
足
し
ま

し
た
。

　

野
辺
地
柔
道
の
黄
金
時
代
は

昭
和
30
年
代
で
、
柔
道
と
言
え

ば
野
辺
地
高
校
と
言
わ
れ
て
お

り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補
選
手

を
輩
出
し
た
過
去
も
あ
り
ま

す
。

　

現
在
は
、
野
辺
地
町
柔
道
協

会
と
し
て
、
郡
総
合
体
育
大
会

や
県
民
体
育
大
会
へ
出
場
し
な

が
ら
、
小
中
学
生
の
指
導
に
力

を
入
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
の
指
導
に
あ
た
る

横
浜
さ
ん
は
「
自
分
の
技
で
一

本
取
る
快
感
は
最
高
。
そ
の
瞬

間
の
為
に
自
分
を
ど
こ
ま
で
追

い
込
め
る
の
か
が
柔
道
の
美
学

だ
と
思
う
」
と
柔
道
の
魅
力
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

稽
古
場
に
は
３
歳
の
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
お
り
、
と
て
も

活
気
の
あ
る
稽
古
場
で
し
た
。

　

大
人
か
ら
子
供
ま
で
柔
道
を

や
り
た
い
方
は
大
歓
迎
だ
そ
う

で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
足
を

運
ん
で
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

野辺地町柔道協会のみなさん
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